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１．第1回懇談会のご意見と対応（問題点と課題の整理）

２．効率化施策例
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第1回家庭紙懇談会の論点

論点 概要

【積卸作業の効率化】
積み卸ろし作業の負荷を軽減
するためには何が必要か？

• 中小メーカーでは手積・手卸が基本だが、ドライバーから敬遠され、繁忙期にはトラックの確保が難しい

こともある

• 手積・手卸は、積み下ろしにも時間を要し、荷待ち時間の発生にもつながっている

• パレット輸送も試みており移行していきたいと考えている。トラック事業者からもパレット積なら受けると

言われている。手積、手卸しならそれぞれ90分かかるが、パレットならそれぞれ15分でできる。

• 家庭紙は嵩があるので標準パレットでは積載効率が落ちる。積載効率が落ちると単位あたり運賃の上

昇やトラック台数の増加につながるので、極端な積載効率の減少は避けないといけない

• そのため、家庭紙業界で専用パレットの開発を進めている。全メーカーがパレットに対応すれば変わる

だろうが、受ける側の倉庫の立地やレイアウト、荷卸しのスタッフも対応が必要となる

１．第1回懇談会のご意見と対応（問題点と課題の整理）
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第1回家庭紙懇談会の論点

論点 概要

【店舗納品の効率化】
店舗納品の効率化はどのよう
に行うか？

注文・納入頻度の問題
• 納品は基本的に2トン車しか認められていない。トイレットペーパーは120ケースくらいしか積めず、金額
では30万円程度。2トン車で2回転から3回転しないとペイしない

• 家庭紙は小売業者のセンターに納入できず、大半は各店舗に直接配送をしている。しかし、配送先が
増加し、ロットの小規模化、多頻度化で高回転ができなくなっている

• 時間外労働しなければならないリードタイムを要求される。嵩張る商品がバックヤードに置けないので、
午前納品を希望する小売業者が多い。大型の小売業者からはほぼ毎日注文があり納品も高頻度

• 家庭紙は低単価であるがゆえに、人件費の増加、高騰を吸収することが困難

納入場所・時間の問題
• 小売や通販のセンターに納入する際に、納入が集中し長時間の待機が発生している

• 一部は夜間の納入をしているが、販売先の理解を得て効率的に納入できるようにしないといけない。運
賃は需給を考えると値上げもいたし方ない

• 受け側も人手不足で1人で何台もの納入に対応している。小売業のセンターでの指導も厳しくドライ
バーの労働時間の問題（残業ができない）で集荷できないこともある

• 納品所の無い所では路上駐車で納品しなければいけない。台車で店舗まで運ぶ等、全体として時間は
かかる

【その他】
• 積載効率が上がらないため、社建ての運賃、個建ての運賃のどちらでも発荷主または運送事業者の負
担となる。

１．第1回懇談会のご意見と対応（問題点と課題の整理）
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（参考）各商品の段ボールサイズ

１．第1回懇談会のご意見と対応（問題点と課題の整理）

トイレットペーパー（12ロール×8パック）

重量 約10㎏39cm

35cm

78cm

36cm

47cm

47cm

重量 約12㎏

ディッシュペーパー（５箱×12パック）

キッチンタオル（36箱）
37cm

47cm

41cm

ウェットティッシュ（12本）

34cm

19cm

45cm

重量 約6㎏重量 約7.5㎏

Tissue

Tissue

Tissue

Tissue

Tissue
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１．第1回懇談会のご意見と対応（問題点と課題の整理）

サプライチェーン上の課題発生箇所

家庭紙メーカー工場

家庭紙製品

問題の発生箇所

製紙工場

卸売倉庫

小売物流センター

店舗

３PL

原材料

A

B

C

D

E

F

A

B

C

D

E

F

箇所 発生している問題

家庭紙メーカー工場への
原材料納品

納入時間が集中し長時間の待機が発生

家庭紙メーカー工場から
の家庭紙製品出荷

手積のため荷役に時間を要する
軽くかさばる荷姿のため積載効率が悪い

卸売倉庫への
家庭紙製品納入

手卸のため荷役に時間を要する
検品に時間を要する

卸売倉庫から
家庭紙製品出荷

手積のため荷役に時間を要する

小売物流センターへの
家庭紙製品納入

納入時間が集中し長時間の待機が発生
センターの荷役スタッフ不足・ノウハウ不足

店舗への
家庭紙製品納入

納入が小型車に限られ運べる量が少ない
配送先の増加、小ロット・多頻度化で負担増
小売バックヤードに置けず、都度注文がある
納品場所がなく路上駐車、台車で運ぶ必要
納品時間が午前に集中し待機が発生

※今回は対象外

課
題A

群

課
題B
群
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１．第1回懇談会のご意見と対応（問題点と課題の整理）

２．効率化施策例



Copyright © Nomura Research Institute, Ltd. All rights reserved. 7

0 2,000,000 4,000,000 6,000,000 8,000,000 10,000,00012,000,00014,000,00016,000,000

2013

2014

2015

2016

2017

年度別レンタルプラスチック平パレット保有数量（枚）

1100×1100 1100×900 1200×1000 1400×1100 その他

0 1,000,000 2,000,000 3,000,000 4,000,000 5,000,000 6,000,000 7,000,000 8,000,000

2013

2014

2015

2016

2017

年度別レンタル木製平パレット保有数量（枚）

1100×1100 1300×1100 1400×1100 1200×1000 その他

２．効率化施策例

年度別のパレット生産数量は、減少傾向にあったが2016年から

回復基調。内訳は木製パレットが多く、次いでプラスチックパレッ
トとなっている。

レンタルパレットは木製が減少傾向に対して、プラスチックパレッ
トが増加傾向にある。内訳はT-11が最も多く、木製では次いで
1400×1100となっている。

パレットの生産数量の推移と、レンタルパレットの保有数量

出所）一般社団法人 日本パレット協会HPよりNRI作成
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積卸作業の効率化
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２．効率化施策例

国土交通省では、T-11やT-12パレットに効率的に積み付けるためのカートンケースの標準化に
ついてマニュアルを策定している。

「カートンケース標準化推進マニュアル（別紙）」ではカートンケースをパレットに効率的に積み付
けるためのプロセスや考え方が整理されている。

国土交通省では平成２２年度に「カートンケース標準化推進マニュアル」を発行、
T-11やT-12パレットに効率的に積み付けるためのマニュアルとなっている

積卸作業の効率化
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２．効率化施策例

【事例】パレット輸送によるドライバーの負荷軽減

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
事
例
集
（
１
０
４
頁
）

積卸作業の効率化
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２．効率化施策例

【事例】一貫パレチゼーションと受付予約による納品効率化
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ド
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ン
事
例
集
（
１
０
８
頁
）

積卸作業の効率化
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２．効率化施策例

【事例】半量パレット積による集荷時間の削減
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ン
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積卸作業の効率化
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２．効率化施策例

【事例】パレット荷役による積込作業の効率化
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積卸作業の効率化
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２．効率化施策例

【事例】パレット輸送による作業時間削減
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１
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２
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積卸作業の効率化
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２．効率化施策例

荷待ち時間記録等を新たにトラック運送事業者に義務付ける省令改正（貨物自動車運送事業輸送安全規則
の一部を改正する省令）では、「集貨地点等に到着した時刻（荷主から指定された場合は当該時刻）から出
発した時刻までに、荷主の都合で待機した時間の合計」を荷待ち時間としている。

荷待ち時間の定義は、荷主の都合で待機した時間をさし、スタートは「集貨地点等に到着
した時刻（荷主から指定された場合は当該時刻）」としている

荷待ち時間記録等を新たにトラック運送事業者に義務付ける省令改正

店舗納品の効率化
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２．効率化施策例

【事例】入庫バースの改善による手持ち時間削減

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
事
例
集
（
１
０
８
頁
）

店舗納品の効率化
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２．効率化施策例

【事例】入庫時間の指定、作業場所の確保による待機時間の短縮

店舗納品の効率化
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２．効率化施策例

【事例】着側の処理能力に合わせた出荷台数のコントロール

店舗納品の効率化
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２．効率化施策例

【事例】荷役場所の改修等による荷役産業の負担軽減

店舗納品の効率化
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２．効率化施策例

【事例】在庫、積込貨物、納品・出荷情報の可視化による拘束時間削減

店舗納品の効率化
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２．効率化施策例

【事例】積込開始時間の指定による待機時間の短縮

店舗納品の効率化
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２．効率化施策例

【事例】荷役作業の共通化による荷役作業の効率化

店舗納品の効率化
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２．効率化施策例

【事例】カゴ車を用いた店舗納品の効率化

店舗納品の効率化
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２．効率化施策例

【事例】発注量平準化による作業時間の短縮

店舗納品の効率化
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２．効率化施策例

【事例】小ロット納品の優先受付による待機時間の抑制

店舗納品の効率化
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２．効率化施策例

【事例】自動配車システムによる店舗納品の効率化シミュレーション

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
事
例
集
（
１
３
４
頁
）

店舗納品の効率化
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２．効率化施策例

RFIDの活用による一括検品

 RFIDは離れた場所から複数のICタグ情報をまとめて読みとること
ができるため、検品作業で一括読取可能

 個体（シリアルナンバー）管理や工程進捗情報の収集も容易

QRコード、RFIDを活用した検品効率化

出所）富士物流

QRコードによる出入庫管理

 入庫：ハンディターミナルで入庫した部品と棚のQRコードを紐づけて
ロケーション管理。無線LANで情報をリアルタイムに本部に送ること
が可能

 入荷：発注データをハンディターミナルに入れ、入荷するもののバー
コードを読み取って照合することで確実な入荷検品が可能

 出荷検品：RFIDリーダライタをゲートに取り付けて、出荷するダン
ボールの中のRFタグを一括読み取りが可能

出所）デンソーウェーブ

店舗納品の効率化
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施策名称

 発注支援システム導入

対応する問題点・課題

 小口多頻度配送の抑制

実施主体

 卸E社

実施内容

 自社センターおよび運営受託している小売専用センターにおいて、発注および在庫管理はカテゴリーごとに担当者を置
きおこなっていたが、リスクヘッジ意識および業務の属人化により、発注が小ロット化し、結果的に納品も多頻度化して
いた

 在庫状況との紐つけと発注最低ロットを設定した発注支援システムを自社センターに導入した。勘と経験で実施されて
いた業務が一元的に管理されるようになることで、発注担当者の発注判断の標準化を狙うとともに、結果的に納品の小
口多頻度化抑制の実現をはかった

成功のポイント

 小口多頻度納品が、自社の在庫最適化を阻害し、荷受体制の煩雑化を招いていることを経営課題として認識したこと

 複数のステークホルダー（川上・川下）と連携しての取組みではなく、個社単独での投資判断で進められたこと

効果

 センターの発注担当者の業務効率化（残業時間削減）、小口多頻度配送の抑制

【事例】IT化によるセンター発注の効率化

２．効率化施策例
店舗納品の効率化
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施策名称

 カテゴリ別納品時間枠設定と事前予約制の導入

対応する問題点・課題

 荷待ち時間解消

実施主体

 小売F社

実施内容

 当社では、数年前からドライバー不足を必然のトレンドとして捉え、いずれ発荷主側からの値上げ要請として表れると
考え、経営陣も含めて対策の検討をおこなっていた

 配送の効率化には、自社センターへの納品にかかる荷待ち時間の抑制が必須と判断し、改善策として納品車両の分
散を狙った。AsIsを把握し、納品時間をずらすことでの荷待ち時間削減効果をシミュレーションしたところ、半分程度（平
均30分⇒15分程度）にできることがわかった

 当社センターでは、カテゴリ別に納品時間枠を設定するとともに事前予約制を導入、さらに従来は荷受を午前のみとし
ていたところ午後枠も設定することで、車両集中の緩和をはかった

成功のポイント

 AsIsからのシミュレーション結果を数字として発荷主側に提示し、賛同者を募ったこと

 発荷主側のみにオペレーションの変更を求めるのではなく、着側も負担を課したこと

効果

 荷待ち時間50%削減（※ただ賛同者が想定より少なく、未だ効果は限定的）

【事例】センター納品の時間枠の設定による荷待ち時間の削減

２．効率化施策例
店舗納品の効率化
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施策名称

 店舗への夜間納品

対応する問題点・課題

 荷待ち時間解消

実施主体

 メーカーA社、卸B社、小売F社

実施内容

 店舗の小型化（納品バース、バックヤード減少）と都市集中により、日中の配送ルートの維持が困難になってきていた。
特に交通渋滞、駐禁厳罰化、店舗側荷受キャパの減少（客対応と並行しての荷受）は、ドライバーにとって長大な荷待
ち時間を発生させていた

 発着荷主間の取り決めにより、店舗の鍵をドライバーが預かることでの夜間納品店舗を拡大した。深夜であれば比較
的スムーズに車両の運行ができ、さらに店舗側のオペレーションの都合（客対応中の店員を待つなど）を受けることなく
納品が可能となるため、ドライバーの時間通りのルート配送につながった

成功のポイント

 店舗側での問題意識（店員不足により、荷受にかかる負荷を低減したい）に合致したこと

 セキュリティやインシデントのリスクを発着荷主、ドライバー全員で分散させたこと

効果

 ドライバーの荷待ち時間抑制、店舗オペレーション効率化、店舗周辺道路の交通渋滞緩和

【事例】店舗への夜間納品による配送効率化

２．効率化施策例
店舗納品の効率化
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施策名称

 発荷主との契約詳細定義

対応する問題点・課題

 契約による附帯業務定義

実施主体

 卸B・E社、トラック事業者

実施内容

 店舗直送が増えるに従い、ドライバーは配送先店舗のローカルルールによる附帯業務に従事させられる機会が増加し
た。それらの附帯業務は荷主間では契約内で規定されておらず、店舗側の指示でのみおこなわれており、ドライバーが
一方的に押し付けられるものとなっていた

 トラック事業者は発荷主（卸）に対し、悪質な事例を報告するようになり、その是正を契約継続の条件とするようになった。
卸は、上がってきた事例の悪質性を判断し、小売の本部に是正依頼をかけるとともに、トラック事業者との契約でローカ
ルルールとして店舗より求められる附帯業務を明確に定義、その実施分も価格に反映させるようになった

成功のポイント

 荷主間（卸－小売本部）での契約に盛り込まれない暗黙の了解を、トラック事業者－卸間の契約で見える化したこと

 契約の存在しない主体（トラック事業者－店舗）も含めて、ステークホルダー間で問題認識化されたこと

効果

 トラック事業者の業務実態に即した料金設定、小売本部での問題の認識化

【事例】附帯業務定義による業務実態に即した契約（店舗納品）

２．効率化施策例
店舗納品の効率化
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２．効率化施策例

 荷さばき車両に配意した駐車規制の緩和とは

 警視庁では、交通の安全と円滑を確保しつつ、荷さばき車両に配意したよりきめ細かな駐車規制の見直しを推進しており、主に荷さばき車
両(貨物自動車)を対象に、場所と時間帯を限定して駐車ができるようにしています。

 駐車できる車両について

 実施区間によって、駐車できる車両が異なりますので、駐車する際は道路標識によって車種を確認してください。

 貨物：自動車番号標（ナンバープレート）の「種別及び用途」が1・4・6のもの（8・9・0の貨物を含みます。）

 貨物の集配中の貨物車：上記「貨物」であって、現に貨物の集配を行っているもの

 車両：全ての車両（車種を問いません。）

 ドライバーの皆様へ

 駐車の際は、現場の道路標識により、駐車できる区間及び時間を必ず確認をしてください。

 駐車の際は、法定で定められた駐車方法を遵守してください。

 荷さばきを行う際は、他の交通（自動車、自転車、歩行者等）の通行の妨げとならないなど、交通安全に十分留意してください。

 荷さばき以外の目的の駐車は、ご遠慮ください。

 問合せ先

 警視庁 交通規制課 規制第二係

 電話：03-3581-4321（警視庁代表）

荷さばき車両に配意した駐車規制の緩和【東京都警視庁】
車両(貨物自動車)を対象に、場所と時間帯を限定して駐車可能

出所）東京都警視庁HPより転載

店舗納品の効率化
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２．効率化施策例

京都市では総合的な交通社会実験の中で荷捌き車両対策も実施

 荷捌きの午前中への集約：歴史的都心地区及び四条通での路上荷捌き時間を午前中に集約

 路外荷捌き場の設置：物流事業者が共同で利用可能な荷捌き場を２箇所設置（登録制）

都心地域における荷捌きに関する交通社会実験【京都市都市計画局】

出所）京都市都市計画局資料より転載

店舗納品の効率化




